
東京都医師会定例記者会見
2023年2月14日（火）

１）新型コロナウイルス感染症
５類への移行に向けての課題

２）東京都医師会が考えるかかりつけ医機能
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新型コロナ５類移行に向けての課題

段階的な見直しを！
マスクの着用、ワクチン接種、診療・治療体制などの課題を
段階的に見直していくことで、５類へのスムーズな移行に対応できる。

マスクの着用

屋外：原則不要で問題ない

屋内：換気状態や空気清浄機の設置など、
マスク不要でも安全であるという裏付けになる客観的指標を！
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東京都医師会が考える かかりつけ医機能

✓１人の医師が24時間対応する
かかりつけ医機能を担うのは非現実的。

✓都市型医療の中での実現可能な
かかりつけ医機能を検討していく必要がある。
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都市型医療の中でのかかりつけ医機能

✓東京などの大都市は、
各科の専門性を活かした開業医が集まっている。

✓医療DXを進めていく中で、患者情報共有のもと、
各科開業医がグループを作ってかかりつけ医機能を担う。

病気の診断治療だけでなく、予防にも関わっていく

患者情報を共有
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総合診療医の養成

将来的な総合診療医の養成

医師会と地域密着型病院が協力して、
地域医療を実践できる総合診療医の養成にあたる。

医師会
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